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 認知症高齢者においては、症状の進行に伴うコミュニケーション能力の低下がＱＯＬや介護

に大きな影響を与える。認知症高齢者で維持されている認知能力を明らかにし、介護の現場

に活かし、認知症高齢者のＱＯＬ向上、介護負担の軽減や介護の質の向上に役立てること

を目的とした。 

 
 

 

１．既存の認知機能検査および新しく開発した非言語性コミュニケーション能力

を評価する方法を用いて、健常高齢者のコミュニケーション能力を測定した。  

２．コミュニケーションスケール（軽度認知症用）およびコミュニケーションス

ケール（重度認知症用）に関して、実際の介護現場で有用性を検討した。ま

た、コミュニケーションスケール（軽度認知症用）を縦断的に測定し、認知

症高齢者のＱＯＬの変化との関連を検討した。 
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高齢者におけるコミュニケーション能力のうち、加齢により影響を受ける能力 

と受けない能力があることを明らかにした。認知症高齢者の能力の個人差を認識す

ることにより、介護現場での適切なコミュニケーションの方法を見出すことができ

ることを明らかにした。また、認知症高齢者のＱＯＬの変化はコミュニケーション

能力とＡＤＬ・行動障害の変化により規定されることを明らかにした。 
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